
市で備えている備蓄品を紹介します

　各家庭でも、日頃から災害に備え、
自分たちが必要な物品を準備してお
くよう心がけましょう。

避難計画に関する
情報はこちら

日頃の備えに関する
情報はこちら

①パーテーション
　テント
②折り畳みベッド
③ラグ
④毛布
⑤ベビーベッド

①飲料水 ②アルファ米 ③おかず ④おにぎり 等

①大人用おむつ
②おしりふき
③化粧水
④デンタルケア用品
⑤女性用衛生用品

　今年も熊本地震をはじめ、千葉県と富山県で発生した線状降水帯による浸水被害など、各地で大きな災害
が発生しています。市は避難所の備蓄品として、最低限の食糧や生活必需品を提供できるように、さまざま
な物資を備蓄しています。
　 市民部 生活安全課　(82-1116問
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外観外観
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①赤ちゃん用おむつ
②おしりふき
③母乳ボトル
④赤ちゃん用飲料
　                 等
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　7月 30 日、船引保健センターで、
市食育サポーター講習会を開催し、
16 人が参加しました。
　本年度から新たにスタートした
「市食育サポーター」制度で受講さ
れた皆さんには、今後、市が進める
食育事業や健康づくり事業をサポー
トしていただきます。
　講習会では、調理実習の基本や幼
児期の食事のポイントを学び、今後
の活動に向けて理解を深めました。

　8 月 6、7 の両日、市役所で、8
年度「たむら探求プロジェクト（T2
プロジェクト）」を開催しました。
　市内中学生 24 人が参加し、「世
界視野で、田村市と自分の将来をプ
ロデュースする」をテーマに議論を
行いました。参加者は、コーディネー
ターを務めた大橋俊則さん（大越町
出身）のサポートのほか、オンライ
ンでカリフォルニア大学の教授に助
言をもらいながら、自分の視野を広
げ、田村市への愛情を深めました。

市食育サポーター講習会Ｔ 2 プロジェクト

　8 月 9、10 の両日、東京都の商
業施設 KITTE で、昆虫課長のカブ
トンが市観光キャンペーンクルーと
ともに市の「昆虫ブランディング事
業」と「灯籠流しと花火大会」を
PR しました。
　会場では、カブトムシ灯籠に明か
りをともし、来場者へ願いの短冊作
成を呼びかけました。多くの親子連
れが足を止めて、カブトンやカブト
ムシ灯籠と記念撮影し、市の昆虫事
業について観光キャンペーンクルー
へ質問していました。

市教育講演会

カブトン課長とカブトムシ
灯籠の東京出張 PR

市産業団地への
企業誘致活動

中央公民館事業
「歴史講演会」

　8 月 21 日、市文化センターで、
市内の小・中学校の教職員を対象
に、指導力向上ならびに教育課題解
決への方策、資質向上、教育活動の
充実を目的として教育講演会を開催
しました。
　講師に、国立教育政策研究所学力
調査官の平山道大さん、教科調査官
の堀田竜次さんを迎え、平山さんか
らは国語科における「全国学力・学
習状況調査を踏まえた学習指導の改
善・充実」、堀田さんからは「特別
の教科道徳における指導の充実」と
題して、ご講演いただきました。

　8 月 22 日、中央公民館で歴史講
演会を開催し、36 人が参加しまし
た。
　講師に市教育委員会生涯学習課の
逸見克己さんをお招きし「田村の
三十三観音信仰」をテーマに、田村
市の指定文化財になっている入水・
片曽根・芦沢本郷の三十三観音を中
心に講演いただきました。
　参加者は「大変勉強になった」「各
三十三観音やお寺など巡礼してみた
い」と、地域の歴史について理解を
深めていました。

　8 月 27 日、福島県主催の企業立
地セミナーが、東京都の帝国ホテル
東京で開催されました。福島県へ立
地を検討している企業などが参加
し、市も市長が市産業団地の PR の
ため、プレゼンテーションを行いま
した。
　プレゼンテーション後に行われた
情報交換会では、市のブースへ数多
くの企業が訪れ、産業団地の魅力を
発信しました。
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